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ψ：立上り筋周長

・コーン破壊面に入る立上り筋の本数・長さ算定
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・フック付立上り筋本数の設定（なし、四隅、全数）※※※※１１１１
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立上り筋付着耐力の合計Ｆ算定
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・コーン破壊面に入るスタラップ形状の

補強筋の組数・本数算定［右図参照］

・有効基礎梁本数算定

上記スタラップ形状の補強筋の

引張耐力の合計Ｓ算定

ＯＫ

No
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※※※※１１１１ 立上り筋にフックを付けた場合は、その効果を含める（ＲＣ規準 16条による）

フック付の場合の算定は、以下による

①付着耐力検討にて、立上り筋トップからフック開始点の長さ減

②立上り筋の引張耐力の１／３を加算

※※※※２２２２ ＲＣ規準（鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(2010)）
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※※※※３３３３ 鉄筋コンクリート造建物の靭性保証型耐震設計指針・解説(1999)
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必要定着力：T（Ｔｙ,Tu）

［ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ引張耐力×Ｎ］

（Ｎは引張を受けるｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの本数）
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基礎梁主筋

柱型面
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基礎梁上面

有効なｽﾀﾗｯﾌﾟ形状の

補強筋の範囲

コーン破壊面

（角度 45°）

許容引張応力度f

短期：Ｆ値

終局：1.1×F値

Ａ：立上り筋断面積

立上り筋本数、

フック付立上り筋

本数の再検討
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